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１．概要（Summary） 

多数の芳香環を有するフルオレン誘導体からなるポリ

マーにフェムト秒レーザーを集光照射すると、その集光部

近傍のみに導電構造を形成することが可能である。フル

オレン誘導体ポリマーをレーザー照射用の試料サイズに

成形することを目的として、B19 ダイシングソーを使用し

た。また、セルロースナノファイバーおよびその表面に

TiO2や SiO2を複合化した試料の水溶液中でのカチオン

との相互作用を知ることを目的として、C13 ゼータ電位・

粒径測定システムを用いてゼータ電位を評価した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 B19 ダイシングソー 

 C13 ゼータ電位・粒径測定システム 

 

【実験方法】 

サイズ 13×9×1 mmtのフルオレン誘導体ポリマー基

板を B19 ダイシングソーを用いて 13×3×1 mmt に切

断した。水溶液中に懸濁したセルロースナノファイバーお

よびその表面に TiO2 や SiO2 を複合化した試料を C13 

ゼータ電位・粒径測定システムに導入し、ゼータ電位を評

価した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

ダイシングソーを用いた切断加工によって、比較的きれ

いな端面形状の試料を作製することができた。 

次に、作製した SiO2/TiO2ナノファイバーのゼータ電子

測定結果を Fig. 1に示す。参考試料として、ナノポーラス

チタニアおよび SiO2 ナノ粒子の結果も併せて示している。

作製したSiO2/TiO2ナノファイバーのゼータ電子の pHに

対する挙動は、SiO2ナノ粒子と同じであり、約pH=6以下

の酸性条件では、TiO2とは符号が逆転していた。 

 

 

４．その他・特記事項（Others） 

 なし。 
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